







































































































で表現する（Gilbert and Troitzsch 1999）．システムダイ
ナミクスを利用した研究としては，人口増加や環境汚染
について世界規模で予測を行ったローマクラブの成長の























予測を行う手法である（Gilbert and Troitzsch 1999）．確
率的なモデルである点が特徴である．マイクロシミュ
レーションを用いた研究としては，将来人口の予測等を


































































































































象とした Bragg and Dalton（2004）や，エストニアを対
象とした Viira et al.（2009），スイスを対象とした Ferjani
et al.（2015）などがある．また，プロビットモデルを用
いた研究として，カナダとイスラエルの離農要因の違
いを比較した Kimhi and Bollman（1999）や，フィンラン
ドを対象とした Pietola et al.（2003），米国の養豚農家を
対象とした Dong et al.（2010），クロアチアを対象とした
Möllers and Fritzsch（2010）などがある．他には，イタ
リアを対象に階層ベイズモデルを用いて離農要因の分析
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